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ABSTRAK 
 

Nabila Zharifa Nurdin, 2025. Analisis Harga Diri Tokoh Yoshida Haru dalam 

Anime Tonari no Kaibutsu-kun. Skripsi. Prodi Pendidikan Bahasa Jepang, Fakultas 

Bahasa dan Seni, Universitas Negeri Jakarta. 

 

Penelitian ini bertujuan untuk mengetahui bagaimana konsep diri mempengaruhi 

harga diri tokoh Yoshida Haru dalam anime Tonari no Kaibutsu-kun dan faktor apa 

saja yang mempengaruhi terbentuknya harga diri tersebut. Penelitian ini 

menggunakan teori self-construal yang dikemukakan oleh Markus & Kitayama 

(1991) untuk melihat konsep diri tokoh Yoshida Haru dan bagaimana hal tersebut 

mempengaruhi harga dirinya menggunakan aspek harga diri Coopersmith (1967) 

yang terdiri atas kekuatan(power), keberartian(significance), kebajikan(virtue) dan 

kemampuan(competence) serta faktor apa saja yang mempengaruhi pembentukan 

harga dirinya Hasil penelitian menunjukkan adanya 20 data yang dibagi ke dalam 

dua kategori, yaitu harga diri dengan konsep diri independent dan harga diri dengan 

konsep diri interdependent. Peneliti menemukan bahwa tokoh Yoshida Haru 

cenderung memiliki konsep diri interdependent. Konsep diri tersebut 

mempengaruhi harga dirinya yang dilihat melalui tindakan dan perilakunya. Haru 

memandang dirinya sebagai bagian dari kelompok dan hubungannya dengan 

kelompok. Faktor yang mempengaruhi terbentuknya harga diri tokoh Haru yaitu ia 

mulai menerima dirinya sendiri dan keterbukaannya dengan lingkungannya.  

 

Kata kunci : Tonari no Kaibutsu-kun, Psikologi Sastra, Yoshida Haru, Konsep Diri, 

Harga Diri. 
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ABSTRACT 
 

Nabila Zharifa Nurdin, 2025. Nabila Zharifa Nurdin, 2025. Analysis of Yoshida 

Haru's Self-Esteem in the Anime Tonari no Kaibutsu-kun. Thesis. Japanese 

Language Education Study Program, Faculty of Language and Arts, Jakarta State 

University. 

 

This study aims to determine how self-construal influences the self-esteem of the 

character Yoshida Haru in the anime Tonari no Kaibutsu-kun and what factors 

influence the formation of that self-esteem. This study uses the self-construal theory 

proposed by Markus & Kitayama (1991) to examine the self-concept of the 

character Yoshida Haru and how it influences his self-esteem using Coopersmith's 

(1967) aspects of self-esteem, which consist of power, significance, virtue, and 

competence, as well as the factors that influence the formation of his self-esteem. 

The results of the study show that there are 20 data points divided into two 

categories, namely self-esteem with an independent self-construal and self-esteem 

with an interdependent self-construal. The researcher found that the character 

Yoshida Haru tends to have an interdependent self-construal. This self-construal 

influences his self-esteem, which can be seen through his actions and behavior. 

Haru sees himself as part of a group and his relationship with the group. The factors 

that influence the formation of Haru's self-esteem are that he has begun to accept 

himself and his openness to his environment. 

 

Keywords : Tonari no Kaibutsu-kun, Literary Psychology, Yoshida Haru, Self-

construal, Self-esteem. 
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アニメ『となりの怪物くん』における吉田春の自尊心の分析 

(文学の心理学的研究) 

 

        ジャカルタ国立大学 

        Nabila Zharifa Nurdin 

                                  nabilazharifaa@gmail.com  

 

概要 

A. 背景 

文学とは、想像力に基づく思考、感情、経験を文章や言語表現を通

じて表現した創作物である。文学作品は、作家が自身の思想や経験を

伝えるために用いる媒体である(Sugihastuti, 2007) 。 

日本であらゆる層に非常に人気のある文学作品の一例がアニメであ

る。アニメは、物語性を持つ文学的要素を含む視聴覚メディアであり、文

学研究の対象として分析されることがある。なぜなら、アニメの物語に

は小説や短編小説と同様に伝えられるメッセージが含まれているから

である (Sayekti. 2012)。 

本研究は、登場人物の心理的側面を分析するため、文学心理学のアプロ

ーチを採用している。なぜなら、作品内で登場人物の心理的プロセスに

関連する性格や行動が描写されているからである。 

自尊心とは、個人が自分自身に対して行う評価を指す (Coopersmith, 

1967)。自尊心は、その程度によって高低に分類される。高い自尊心を

持つ個人は、前向きで生産的な生活を送る傾向がある一方、低い自尊

心を持つ個人は、自分自身や周囲の環境に対して否定的な見方をしが

ちである (Triwahyuningsih, 2017)。 
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自己観は、マーカスとキタヤマがアメリカ人と日本人の自己観に関

する研究で使用した用語である。自己観は、独立型自己観と相互依存

型自己観の 2つに分類される。 

アニメ『となりの怪物くん』の春は、自分を相互依存的な個人、つ

まり集団に依存する存在と見なしている。本研究では、その自己観が

自尊心にどのように影響するかを検討する。 

 

B. 問題提供 

前述の背景に基づき、本研究の問題設定は以下の通りである。 

1.    どのようにアニメ『となりの怪物くん』における吉田春の自己観

は自分の自尊心に影響を与えている捉えられるか？ 

2.    アニメ『となりの怪物くん』における吉田春の自尊心形成に影響

を与える要因はどのようなものか。 

 

C. 研究の結果 

吉田春の自尊心に関して得られた 20のデータのうち、3のデータは

独立的自己観の影響を受けた自尊心を示し、17 のデータは相互依存的

自己観の影響を受けた自尊心を示した。本研究では、Markus & 

Kitayama (1991)の自己観理論に基づくアプローチを用いて登場人物の

自己観とクーパースミズの自尊心の理論と自尊心に影響を与える要因

に関する理論を活用している。また、ミジャン・シーン(mise en scene) 

理論と撮影技術 (sinematografi)を用いて、人物の行動や表情や身振り

なども分析している。 

独立した自己観は、ハル自身の能力と知性を通じて自尊心に影響を

与える。相互依存的な自己観は、ハルが周囲の環境への依存性を通じ

て自尊心に影響を与える。 

次はアニメ『となりの怪物くん』における春の自尊心に影響を与える

独立した自己観に関する分析表である。 
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番 

 

 

データ 

 

 

ミジャン・シー

ンと撮影技術カ

テゴリー 

自己観 

自尊心 

と 

要因 

1  

 
 

 

雫  : 以前から気に

なってたんだけど、春

あんた 一体いつ勉強し

てるの？ 

春  : あっしてねえ

よ。 

雫  : ウソつけ や

ってなきゃ。分かるは

ずもないでしょう。 

春 : いや 本当。

だって俺 高校の範囲あ

らかたやったし、うん

… 俺 中学 ほとんど行

ってなかったからな。

やることなくて暇だっ

たから勉強してた。あ

っ 懐かしいな。 

ミゼ・アン・シ

ーンの要素： 

• 設定 

• 照明 

• 演技 

 

撮影： 

• ミディ

アムシ

ョッ 

ハルは独立し

た自己観を持

っており、自

分自身を自立

した個人とし

て捉え、他の

人とは異なる

存在だと考え

ている。 

春 は 能 力

（Competence

）を持ってい

るため、高い

自尊心を持っ

ている。影響

を与える要因

は自己受容で

ある。 

 

次はアニメ『となりの怪物くん』における春の自尊心に影響を与え

る相互依存的自己観分析表である。 
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番 

 

 

データ 

 

 

ミジャン・シ

ーンと撮影技

術カテゴリー 

自己観 

自尊心 

と 

要因 

1  

 
 

 
 

ミゼ・アン・

シーンの要

素： 

• 設定 

• 演技 

 

撮影： 

ミディアムシ

ョッ 

ハルは相互依存

的な自己観を持

っており、他者

との関係を通じ

て自分自身を捉

えている。 

春 は 意 義

（Significance

）を得たこと

で高い自尊心

を持ってい

る。その自尊

心に影響を与

える要因は、

開放性であ

る。 

. 

 

 

D. 結論 

本研究では、文学心理学と Markus & Kitayama (1991)の自己観理論

に基づくアプローチを用いて登場人物の自己観とそれが登場人物の自

尊心にどのように影響するかを考察し、ミジャン・シーン(mise en 

scene) と撮影技術 (sinematografi)法を備えたクーパースミスの自尊心理

論を用いて登場人物の自己観と自尊心を示す行動と態度を分析するこ

とにより、登場人物の自尊心に影響を与える独立的自己観と相互依存

的自己観に分類される 20のデータを生成する。 

春の主な自己観は相互依存的な自己観であり、彼女は他者との関係

を通して自分自身を捉えている。その相互依存的な自己観は、春の環

境への依存や対人関係の質を通して、春の自尊心に影響を与えている。

しかし、春には独立した自己観も存在し、それは彼女の能力や知性に

表れるように、彼女の自尊心に影響を与えている。


